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第１章 はじめに 

昨今、国内外において魅力ある圏域の形成に向けた都市間競争が激しさを増しています。

さらに、そのような傾向は、2027 年に予定されているリニア中央新幹線の開業によって、より

一層強まると考えられますが、これをきっかけに国内に新たな大交流が形成されることとなり、

それはこの地域にとっても大きなチャンスとなることが期待されます。 

本市が名古屋大都市圏の中枢都市として、圏域全体の成長をけん引していくためには、ま

ずは大交流の起点となる名古屋駅から多くの人々や企業などを市内に引き込んでいくことが

できるよう、市内全体でバランスの良いまちづくりを進め、それを発信していく必要があり、そ

の代表格である都心部においても魅力向上をさらに進めることが急務です。 

本市の都心部は、名古屋駅地区と栄地区とが大きな２つの中心核を形成しており、本市で

は、これまで両地区が連携あるいは役割を分担し、それぞれの個性を活かした魅力向上を図

るため、都心部のまちづくりに取り組んできました。栄地区においても、特徴である豊かな公

共空間や商業、文化、娯楽などの集積、個性的な界隈の存在を充分に活かして、市民や名

古屋への来訪者を今以上に惹きつけることができるよう、魅力の向上を図っていくことが必要

です。 

このような状況を踏まえ、本市ではリニア中央新幹線の開業までの期間を対象に、栄地区

のまちづくりを実現するための基本方針となる「栄地区グランドビジョン～さかえ魅力向上方

針～」を平成 25年 6月に策定し、様々な検討を進めてまいりました。 

中でも、都心のシンボル空間である久屋大通の再生は、栄のまちづくりにおける主要な要

素として大きな役割を果たすものと考えています。 

この「久屋大通のあり方」は、今後、久屋大通の再生事業を推進していくために、その基とな

る久屋大通の将来を見据えたあるべき姿を示すものです。今後、久屋大通が愛着を持って集

い憩える場・使いやすい空間となるよう、市民・地域の皆さんと合意形成を図りながら、久屋

大通の再生事業を進めてまいります。 
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１－１ 「栄地区グランドビジョン」における久屋大通の位置づけ 

市民や栄地区のまちづくりに関係するさまざまな立場の人と目標を共有し、それぞれ

の役割と相互の協力により取り組みを始めていくためにとりまとめた「栄地区グランド

ビジョン」においては、「公共空間の再生」「民間再開発の促進」「界隈性の充実」の 3つ

の方針に沿ってまちづくりを進めていくこととしています。そのうち、行政が主体的に

取り組んでいく「公共空間の再生」において、久屋大通公園の再生については主要な事

業の一つと位置づけています。 

 

○「栄地区グランドビジョン」より 
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